職種：旅館管理

職務：経営管理
【概要】

旅館経営方針の策定、実行管理、リスクマネジメントなど、旅館経営全般に関する仕事。
【仕事の内容】

経営管理の仕事は、経営環境を踏まえ、収益性・採算性を考慮しながら、旅館全体に関する経営計画を策定し実行することである。複数の旅館を展開する大規模旅館では、新規事業の開発や新規店舗計画の策定、既存店舗の統括、指導等の仕事も含まれる。
なお、ここでいう「経営管理」には、防犯・防火対策や衛生管理、サービス品質管理のリスク管理の仕事も含めている。こうした仕事は総務部門が所管するケースが多いが、リスク管理の担当者には、旅館業法や消防法、食品衛生法等を十分に理解し、適正なサービス提供が行われるようPDCA管理を徹底することが求められる。また、万一、トラブルが発生したときには、先頭に立って危機対応を行うことが求められる。
経営管理は旅館全体の舵取りを担う仕事であり、戦略的な視点をもって仕事に取り組むことが必要である。
【求められる経験・能力】

（1） 特定の学歴要件や必要最低経験年数は通常設けられないが、経験者採用の場合を除いて初任配属は稀である。
（2） 経営管理やリスク管理の仕事は、旅館の仕事全体を理解していることが前提となるため、接客サービス部門や総務・経理等の管理部門で一定の経験を積んだのちに担当するケースがほとんどである。
（3） 経営管理の仕事は、旅館を取り巻く経営環境を敏感に察知し、情報の収集・分析を論理的に行うスキルが求められる。また、経営計画の推進に当たっては、旅館全体を巻き込むことが不可欠となるため、コミュニケーション能力も必須である。
（4） リスク管理の仕事では、旅館業法をはじめ、旅館経営をめぐる様々な法令やコンプライアンス意識の涵養が求められる。
【関連する資格・検定等】

ビジネス・キャリア検定試験〔経営戦略、総務〕（中央職業能力開発協会）
中小企業診断士（中小企業庁）　など
【労働省職業分類（小分類）との対応】

231　会社の管理職員
376　旅館主・支配人
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